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中期経営計画策定のお知らせ 

 

当社は、2023 年 3 月期から 2025 年 3 月期までの 3 年間の中期経営計画を新たに策定し、本日の取締役会

で決議いたしましたので、その概要について下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．基本方針 

“いつも経営者のそばにいるオフィスのプロとして、企業の成長に伴走します ”という経営理念の下、

オフィス空間の提供を通じて顧客企業に提供している売上拡大・業務効率改善・リスク回避といった利益貢

献活動に、デジタル技術を組み込むことで中小・中堅企業のＧＸ化・ＤＸ化を推進、更なる利益貢献を図っ

てまいります。 

 

２．数値目標 

 2023 年 3月期計画 2024 年 3月期計画 2025 年 3月期計画 

売 上 高 2,301 百万円 2,456 百万円 2,637 百万円 

営 業 利 益 110 百万円 125 百万円 140 百万円 

経 常 利 益 110 百万円 125 百万円 140 百万円 

年間配当金 2円 20 銭 2 円 40 銭 2 円 60 銭 

 

３．重点取組事項 

当社は、オフィス環境関連業務の収益拡大を図るべく、不動産物件の仲介から内装工事、各種インフラ

の整備やオフィス機器・什器の手配までを行うオフィス移転のワンストップサービスについては、引き続

きその取り組みを強化してまいります。具体的な取り組みとしましては、物件情報の充実やコンテンツの

拡充などを実施することで集客サイト「オフィス移転 navi」の更なる強化を図るとともに、市場ニーズを

いち早く取り入れた居抜き・セットアップオフィス専門サイト「ValueOffice」を拡充することで、顧客企

業の獲得を進めてまいります。同時に、既存顧客からの紹介獲得やグループ会社顧客への働きかけ強化等

による紹介案件の創出についても、引き続き取り組んでまいります。 

また、相場情報や空室情報の提供、障害対応等を通じて顧客企業との接点を増やすことで、顧客企業の

囲い込みを図ってまいります。顧客企業の囲い込みにより将来的な移転ニーズを競合他社に先駆けて把握

し、当社のサービスをいち早く提供することで、安定的な収益確保に取り組んでまいります。 

さらに新型コロナウィルス感染症拡大の影響で働き方改革が加速し、テレワークを導入する企業が増加

する中、働きやすさを重視した社内環境の充実、従業員のやりがいや生産性の向上、デザインや立地への

こだわり、採用力の強化、といった従来型のオフィスニーズに加え、一人用テレビ会議スペースやアクリ

ルパネルの設置など感染防止を目的とした設備の充実、最新の ICT 機器の導入、ソーシャルディスタンス



を確保したオフィスレイアウト、リモートワークやワーケーションを促進するために郊外にも複数拠点を

設けるなど、with コロナ・after コロナ時代の新たなオフィス需要を積極的に取り込むことで、安定的な

収益確保を図ってまいります。 

加えて、オフィス移転の際には原状回復工事、不用品廃棄、什器購入、内装造作など大きな環境負荷が

発生することから、今後は環境に配慮した製品を組み込んだオフィス空間づくりが求められると考えてお

ります。2030 年までに達成すべき 17 の目標を掲げた SDGｓの考え方の根底にある「環境」への取り組みと

して、当社は、企業が力強く成長していける「サステナブルなオフィス空間」の構築を目指してまいりま

す。 

 

以 上 


